
●横浜はいま

■
火
災
は
一
日
三
・
五
件

　
昭
和
五
六
年
に
発
生
し
た
金
沢
区
の
米
車
小
柴

貯
油
施
設
の
タ
ン
ク
爆
発
火
災
は
、
七
四
隊
、
二

八
七
人
の
消
防
職
員
が
出
場
し
、
四
時
間
の
消
火

活
動
の
結
果
鎮
火
し
た
。
最
近
に
な
い
大
規
模
な
、

ま
た
住
宅
地
に
近
い
貯
油
タ
ン
ク
の
爆
発
炎
上
と

い
う
、
都
市
の
危
険
性
を
象
徴
す
る
よ
う
な
火
災

で
あ
っ
た
。

　
横
浜
市
で
は
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
も
の
も
含

め
、
こ
こ
数
年
は
年
間
一
二
〇
〇
件
か
ら
一
三
〇

〇
件
、
一
日
当
旦
二
・
五
件
程
度
の
火
災
が
発
生

し
て
い
る
。
五
七
年
中
に
発
生
し
た
火
災
は
一
二

六
八
件
、
損
害
見
積
額
は
一
七
億
一
七
〇
〇
万
円

図一1　火災発生件数・被害状況を
超
え
て
い
る
、
ま
た
、
死
傷
者
は
一
七
三
人
に

も
の
ぼ
っ
た
（
う
ち
死
者
三
○
人
）
。
し
か
し
、
件

数
、
批
害
額
、
死
傷
者
の
い
ず
れ
も
前
年
よ
り
減

少
し
て
い
る
（
図
ｌ
１
）
。

　
一
方
、
救
急
出
場
件
数
は
年
々
増
加
し
て
、
五

五
年
に
は
六
万
五
四
二
四
件
で
、
前
年
と
比
べ
て

五
二
〇
性
の
増
加
と
な
っ
た
。
取
扱
件
数
の
な
か

て
大
き
な
比
重
を
占
め
る
の
は
、
「
急
病
」
と
「
交

通
事
故
」
て
あ
り
、
全
体
の
七
〇
％
に
達
し
て
い

■
８
分
消
防
体
制
の
整
備

　
火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
、
横
浜
市
で
は
火
災
発
生
後
八
分
以
内
に
消
火

防災知識も学べる防災センター

て
き
る
体
制
が
と
れ
る
よ
う
消
防
署
、
消
防
出
張

所
の
拡
充
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
普
通
消
防
車
、

ミ
ニ
消
防
車
、
特
殊
車
な
ど
消
防
車
両
の
増
強
配

備
を
行
っ
て
い
る
。

　
五
七
年
度
に
は
市
民
が
火
災
や
地
震
な
ど
に
つ

い
て
の
防
災
知
識
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
も
で
き

る
よ
う
、
横
浜
駅
に
近
い
神
奈
川
区
沢
渡
に
横
浜
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市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ

ー
は
横
浜
駅
周
辺
の
災
害
に
速
や
か
に
対
応
す
る

と
い
う
機
能
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
内
に
は
横
浜
駅
西
口
の
天
理
ビ
ル
の

九
六
メ
ー
ト
ル
を
は
じ
め
四
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
高
層
建
築
物
だ
け
で
も
四
〇
を
数
え
、
こ
れ
に

伴
う
高
層
ビ
ル
火
災
発
生
の
危
険
性
も
増
大
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
五

五
年
、
五
七
年
に
各
一
機
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
導

入
し
、
空
か
ら
の
消
防
活
動
に
も
万
全
を
期
し
て

い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
防
災
活
動
の
原
点
で
あ
る
消
防

団
に
つ
い
て
も
、
地
域
と
行
政
の
か
け
橋
と
し
て

そ
の
任
務
を
十
分
果
た
せ
る
よ
う
、
消
防
団
器
具

置
場
の
増
設
、
可
搬
式
ポ
ン
プ
の
増
強
を
行
っ
て

い
る
。

■
定
着
す
る
地
域
防
災
活
動

　
人
口
や
建
物
な
ど
の
増
加
に
伴
い
、
災
害
発
生

の
危
険
も
そ
れ
だ
け
増
大
す
る
。
こ
の
危
険
を
防

止
す
る
た
め
に
は
、
市
民
・
企
業
そ
れ
ぞ
れ
が
災

害
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
災
害
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
に
平
素
か
ら
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
横
浜
市
で
は
毎
月
一
五
日
を
「
市
民
防
災
の
日
」

と
定
め
、
防
災
訓
練
な
ど
の
実
践
活
動
や
広
報
活

動
を
通
じ
て
、
市
民
の
防
災
思
想
の
高
揚
に
努
め

て
い
る
。

　
ま
た
、
「
自
ら
の
家
庭
は
自
ら
で
守
ろ
う
」
を
合

言
葉
に
、
四
四
年
に
誕
生
し
た
家
庭
防
災
予
防
具

は
、
年
を
追
っ
て
増
員
が
行
わ
れ
、
五
七
年
度
に

は
、
五
万
五
〇
〇
〇
人
の
家
庭
の
主
婦
が
防
災
訓

練
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
対
す
る
組
織
と
し

て
は
、
自
治
会
・
町
内
会
を
単
位
と
し
て
町
の
防

災
組
織
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。
五
七
年
九
月
現
在
、

二
三
五
二
あ
る
自
治
会
・
町
内
会
の
九
八
％
て
防

災
組
織
が
つ
く
ら
れ
、
防
災
資
機
材
の
整
備
、
非

常
食
糧
な
ど
の
備
蓄
を
は
じ
め
、
防
災
知
識
の
普

及
と
実
践
を
中
心
に
地
域
で
の
自
主
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　
一
定
規
模
以
上
の
企
業
な
ど
に
対
し
て
は
、
防

火
管
理
者
を
選
任
す
る
な
ど
自
主
防
災
管
理
体
制

の
強
化
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
消
防
署
な
ど
が

定
期
的
に
立
入
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
な
お
、
五
七
年
三
月
か
ら
は
、
栃
木
県
の
川
治

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
火
災
を
契
機
と
し
て
、
市
民

生
活
に
身
近
な
百
貨
店
、
ホ
テ
ル
な
ど
に
対
す
る

防
災
体
制
の
表
示
公
表
制
度
が
実
施
さ
れ
、
「
適
マ

ー
ク
」
の
交
付
、
法
令
に
違
反
し
た
対
象
施
設
名

の
公
表
な
ど
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

高層ビル火災などに対応するため、

ヘリコプターも導入した
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